
(57)【要約】

【課題】　温度上昇を抑制することができる有機ＥＬパ

ネルを提供する。

【解決手段】　有機ＥＬパネル１１は、少なくとも第一

電極１７と有機層２０と第二電極２１とを有する積層体

１３を基板１２に形成し、有機層２０を覆う封止部材１

４を設けたものである。熱伝導層１６は、基板１２に形

成され、封止部材１４から一部が露出する。放熱部材１

５は、封止部材１４から露出した熱伝導層１６の一部に

設けられる。放熱部材１５は、複数の放熱フィン１５ａ

を有する。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 少 な く と も 第 一 電 極 と 有 機 層 と 第 二 電 極 と を 有 す る 積 層 体 を 基 板 に 形 成 し 、 前 記 有 機 層
を 覆 う 封 止 部 材 を 設 け た 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル に お い て 、
　 前 記 基 板 に 形 成 さ れ 前 記 封 止 部 材 か ら 一 部 が 露 出 す る 熱 伝 導 層 を 設 け た こ と を 特 徴 と す
る 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 封 止 部 材 か ら 露 出 し た 前 記 熱 伝 導 層 の 前 記 一 部 に 放 熱 部 材 を 設 け た こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ に 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 放 熱 部 材 は 、 複 数 の 放 熱 フ ィ ン を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 有 機 Ｅ
Ｌ パ ネ ル 。
【 請 求 項 ４ 】
　 少 な く と も 第 一 電 極 と 有 機 層 と 第 二 電 極 と を 有 す る 積 層 体 を 基 板 に 形 成 し 、 前 記 有 機 層
を 覆 う 封 止 部 材 を 設 け た 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル に お い て 、
　 前 記 有 機 層 が 発 し た 熱 を 前 記 封 止 部 材 に 伝 え る 熱 伝 導 層 を 前 記 基 板 に 形 成 し た こ と を 特
徴 と す る 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 封 止 部 材 は 、 金 属 材 料 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル
。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 熱 伝 導 層 は 不 導 体 材 料 か ら な り 、 前 記 第 一 電 極 は 前 記 熱 伝 導 層 に 形 成 さ れ る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ４ に 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 第 一 電 極 と 第 二 電 極 の 間 に 有 機 層 を 挟 持 し た 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 含 む 積 層 体 を 基
板 上 に 形 成 し た 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 よ り 、 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル を 種 々 提 案 さ れ て お り 、 例 え ば 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ て い る
。 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ は 、 ガ ラ ス 基 板 ２ 上 に 積 層 体 ３ を 形 成 し た も の で あ り 、 こ の 積 層 体 ３
は 、 第 一 電 極 ４ ， 絶 縁 層 ５ ， 有 機 層 ６ ， ア ル ミ ニ ウ ム （ Al） か ら な る 第 二 電 極 ７ を 有 す る
（ 図 ７ 参 照 ） 。 第 一 電 極 ４ は 、 Ｉ Ｔ Ｏ （ Indium Tin Oxide） か ら な る も の で あ る 。 有 機 層
６ は 、 蒸 着 等 の 方 法 に よ っ て 正 孔 注 入 層 ， 正 孔 輸 送 層 ， 発 光 層 ， 電 子 輸 送 層 及 び 電 子 注 入
層 を 順 次 形 成 し た も の で あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ２ ８ ８ ９ ８ ４ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 積 層 体 ３ は 封 止 ガ ラ ス ８ に 覆 わ れ て お り 、 こ の 封 止 ガ ラ ス ８ は ガ ラ ス 基 板 ２ に 紫 外 線 硬
化 性 の 接 着 剤 ９ で 固 着 さ れ て い る 。 第 一 電 極 ４ は 、 陽 極 部 ４ ａ と 、 陰 極 端 子 部 ４ ｂ と を 有
し て い る 。 有 機 層 ６ は 、 陽 極 部 ４ ａ と 第 二 電 極 ７ に 挟 持 さ れ て お り 、 第 二 電 極 ７ は 、 陰 極
端 子 部 ４ ｂ に 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。 陽 極 部 ４ ａ 及 び 陰 極 端 子 部 ４ ｂ に 電 源 を 接 続 し 、
陽 極 部 ４ ａ と 第 二 電 極 ７ の 間 に 駆 動 電 圧 を 印 加 す る こ と に よ り 、 有 機 層 ６ が 発 光 す る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ の 発 光 表 示 に 伴 っ て 、 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ の 温 度 が 上 昇
し 、 有 機 層 ６ が 劣 化 す る 虞 が あ っ た 。 つ ま り 、 駆 動 電 圧 の 印 加 に よ っ て 有 機 層 ６ が 発 熱 し
、 こ の 熱 に よ っ て 有 機 層 ６ が 劣 化 し 、 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ の 発 光 輝 度 が 低 下 す る と い う 問 題
が あ っ た 。 本 発 明 は 、 こ の 問 題 に 鑑 み な さ れ た も の で あ り 、 有 機 層 の 発 熱 に よ る 温 度 上 昇
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を 抑 制 す る こ と が で き る 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル を 提 供 す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 前 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 請 求 項 １ に 記 載 し た よ う に 、 少 な く と も 第 一 電 極
１ ７ と 有 機 層 ２ ０ と 第 二 電 極 ２ １ と を 有 す る 積 層 体 １ ３ を 基 板 １ ２ に 形 成 し 、 前 記 有 機 層
２ ０ を 覆 う 封 止 部 材 １ ４ を 設 け た 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ １ に お い て 、 前 記 基 板 １ ２ に 形 成 さ れ
前 記 封 止 部 材 １ ４ か ら 一 部 が 露 出 す る 熱 伝 導 層 １ ６ を 設 け た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 請 求 項 ２ に 記 載 し た よ う に 、 前 記 封 止 部 材 １ ４ か ら 露 出 し た 前 記 熱 伝
導 層 １ ６ の 前 記 一 部 に 放 熱 部 材 １ ５ を 設 け た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 請 求 項 ３ に 記 載 し た よ う に 、 前 記 放 熱 部 材 １ ５ は 、 複 数 の 放 熱 フ ィ ン
１ ５ ａ を 有 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 請 求 項 ４ に 記 載 し た よ う に 、 少 な く と も 第 一 電 極 １ ７ と 有 機 層 ２ ０ と
第 二 電 極 ２ １ と を 有 す る 積 層 体 １ ３ を 基 板 １ ２ に 形 成 し 、 前 記 有 機 層 ２ ０ を 覆 う 封 止 部 材
２ ４ を 設 け た 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ １ に お い て 、 前 記 有 機 層 ２ ０ が 発 し た 熱 を 前 記 封 止 部 材 ２
４ に 伝 え る 熱 伝 導 層 １ ６ を 前 記 基 板 １ ２ に 形 成 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 請 求 項 ５ に 記 載 し た よ う に 、 前 記 封 止 部 材 ２ ４ は 、 金 属 材 料 か ら な る
も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 請 求 項 ６ に 記 載 し た よ う に 、 前 記 熱 伝 導 層 １ ６ は 不 導 体 材 料 か ら な り
、 前 記 第 一 電 極 １ ７ は 前 記 熱 伝 導 層 １ ６ に 形 成 さ れ る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 基 板 に 熱 伝 導 層 を 形 成 し 、 こ の 熱 伝 導 層 を 介 し て 、 有 機 層 の 発 熱 を 放 出 す る こ と が で き
、 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 温 度 上 昇 が 抑 制 さ れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 を 添 付 の 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。 図 １ 乃 至 図 ４ は 、 第 一 実
施 形 態 を 示 す も の で あ る 。
　 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ １ は 、 ガ ラ ス 基 板 １ ２ 上 に 積 層 体 １ ３ を 形 成 す る と 共 に 、 封 止 ガ ラ ス
１ ４ （ 封 止 部 材 ） 及 び ヒ ー ト シ ン ク １ ５ （ 放 熱 部 材 ） を 設 け た も の で あ る 。 積 層 体 １ ３ は
、 熱 伝 導 層 １ ６ ， 第 一 電 極 １ ７ ， 絶 縁 層 １ ８ ， リ ブ 部 １ ９ ， 有 機 層 ２ ０ ， 第 二 電 極 ２ １ を
有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 熱 伝 導 層 １ ６ は 、 窒 化 ア ル ミ ニ ウ ム （ AlN） 等 の 不 導 体 材 料 か ら な る も の で あ り 、 ガ ラ
ス 基 板 １ ２ の 片 面 の 略 全 域 に 形 成 さ れ て い る 。 第 一 電 極 １ ７ は 、 酸 化 イ ン ジ ウ ム （ In２ O

３ ） と 酸 化 ス ズ （ SnO２ ） の 混 合 物 で あ る Ｉ Ｔ Ｏ （ Indium
Tin Oxide） か ら な る も の で あ り 、 ス パ ッ タ リ ン グ 或 い は 蒸 着 等 の 手 段 に よ っ て 、 熱 伝 導
層 １ ６ 上 に 形 成 さ れ て い る 。 第 一 電 極 １ ７ は 、 所 定 間 隔 を あ け て 配 置 さ れ た 縦 方 向 の ス ト
ラ イ プ 状 の 陽 極 部 １ ７ ａ と 、 第 二 電 極 ２ １ の 陰 極 部 ２ １ ａ に 導 通 さ れ る 陰 極 端 子 部 １ ７ ｂ
と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 絶 縁 層 １ ８ は 、 ポ リ イ ミ ド 系 の 絶 縁 材 料 か ら な る も の で あ り 、 フ ォ ト リ ソ グ ラ フ ィ ー 法
等 の 手 段 に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。 絶 縁 層 １ ８ は 、 有 機 層 ２ ０ よ り も 広 い 領 域 に 形 成 さ れ
て お り 、 マ ト リ ク ス 状 に 配 置 さ れ た 画 素 に 対 応 す る 矩 形 の 開 口 １ ８ ａ と 、 陰 極 端 子 部 １ ７
ｂ と 陰 極 部 ２ １ ａ を 電 気 的 に 接 続 さ せ る コ ン タ ク ト ホ ー ル １ ８ ｂ と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
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　 リ ブ 部 １ ９ は 、 フ ェ ノ ー ル 系 の 絶 縁 材 料 か ら な る も の で あ り 、 フ ォ ト リ ソ グ ラ フ ィ ー 法
等 の 手 段 に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。 リ ブ 部 １ ９ は 、 絶 縁 層 １ ８ 上 に 形 成 さ れ て お り 、 逆 テ
ー パ 形 状 に な っ て い る 。 リ ブ 部 １ ９ は 、 陽 極 部 １ ７ ａ と 直 交 す る 方 向 に 平 行 線 状 に 設 け ら
れ て お り 、 有 機 層 ２ ０ 及 び 第 二 電 極 ２ １ を ス ト ラ イ プ 状 に 分 断 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 有 機 層 ２ ０ は 、 正 孔 注 入 層 ２ ０ ａ ， 正 孔 輸 送 層 ２ ０ ｂ ， 発 光 層 ２ ０ ｃ 及 び 電 子 輸 送 層 ２
０ ｄ か ら な る も の で あ り 、 白 色 発 光 す る も の で あ る （ 図 ４ 参 照 ） 。 な お 、 有 機 層 ２ ０ は 、
少 な く と も 発 光 層 ２ ０ ｃ が あ れ ば 良 い が 、 本 実 施 形 態 の よ う に 正 孔 注 入 層 ２ ０ ａ ， 正 孔 輸
送 層 ２ ０ ｂ 及 び 電 子 輸 送 層 ２ ０ ｄ を 設 け る こ と に よ り 、 発 光 輝 度 を 向 上 さ せ る こ と が で き
る 。 第 二 電 極 ２ １ は 、 ア ル ミ ニ ウ ム （ Al） か ら な る も の で あ り 、 リ ブ 部 １ ９ に よ っ て 、 第
一 電 極 １ ７ の 陽 極 部 １ ７ ａ に 直 交 す る 方 向 の ス ト ラ イ プ 状 に 分 断 さ れ 、 陰 極 部 ２ １ ａ が 形
成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 封 止 ガ ラ ス １ ４ に は 凹 部 １ ４ ａ が 設 け ら れ て お り 、 紫 外 線 硬 化 性 の 接 着 剤 ２ ２ に よ っ て
、 ガ ラ ス 基 板 １ ２ に 形 成 さ れ た 熱 伝 導 層 １ ６ 上 に 接 合 さ れ て い る 。 ヒ ー ト シ ン ク １ ５ は 、
ア ル ミ ニ ウ ム （ Al） か ら な る も の で あ り 、 複 数 の 放 熱 フ ィ ン １ ５ ａ を 有 し て い る 。 ヒ ー ト
シ ン ク １ ５ は 、 封 止 部 材 １ ４ か ら 露 出 し た 熱 伝 導 層 １ ６ の 一 部 に シ リ コ ー ン 系 材 料 か ら な
る 熱 伝 導 性 の 接 着 剤 ２ ３ に よ っ て 接 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 第 一 実 施 形 態 に よ れ ば 、 有 機 層 ２ ０ が 発 し た 熱 は 、 熱 伝 導 層 １ ６ を 介 し て 、 ヒ ー ト シ ン
ク １ ５ か ら 放 出 さ れ る た め 、 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ １ の 温 度 上 昇 を 抑 制 す る こ と が で き る 。 な
お 、 ヒ ー ト シ ン ク １ ５ は 無 く と も 良 く 、 図 ５ に 示 す 第 二 実 施 形 態 の よ う に 、 熱 伝 導 層 １ ６
の 一 部 が 封 止 ガ ラ ス １ ４ か ら 露 出 し て い れ ば 良 い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ６ は 、 第 三 実 施 形 態 を 示 す 図 で あ る 。 第 三 実 施 形 態 は 、 封 止 キ ャ ッ プ ２ ４ （ 封 止 部 材
） 及 び 接 着 剤 ３ ２ が 異 な る だ け で あ り 、 他 の 構 成 は 第 一 実 施 形 態 と 同 一 で あ る の で 、 同 一
の 符 号 を 付 し 、 そ の 詳 細 な 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 封 止 キ ャ ッ プ ２ ４ は 、 ア ル ミ ニ ウ ム （ Al） 等 の 金 属 材 料 か ら な る も の で あ り 、 凹 部 ２ ４
ａ 及 び フ ラ ン ジ 部 ２ ４ ｂ を 有 す る キ ャ ッ プ 形 状 に な っ て い る 。 封 止 キ ャ ッ プ ２ ４ は 、 接 着
剤 ３ ２ に よ っ て 、 フ ラ ン ジ 部 ２ ４ ｂ で 熱 伝 導 層 １ ６ 上 に 接 合 さ れ て い る 。
　 第 三 実 施 形 態 に よ れ ば 、 有 機 層 ２ ０ が 発 し た 熱 は 、 熱 伝 導 層 １ ６ を 介 し て 、 金 属 材 料 か
ら な る 封 止 キ ャ ッ プ ２ ４ か ら 放 出 さ れ る た め 、 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ １ の 温 度 上 昇 を 抑 制 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 な お 、 本 発 明 は 、 各 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 種 々 の 変 形 が 可 能 で あ り 、 例
え ば 、 銀 （ Ag） 等 の 導 体 材 料 に て 熱 伝 導 層 １ ６ を 形 成 し 、 熱 伝 導 層 １ ６ と 第 一 電 極 １ ７ の
間 に 絶 縁 層 を 設 け て も 良 い が 、 熱 伝 導 層 １ ６ を 不 導 体 材 料 に て 形 成 す る こ と に よ っ て 、 熱
伝 導 層 １ ６ と 第 一 電 極 １ ７ の 間 に は 絶 縁 層 が 不 要 に な り 、 熱 伝 導 層 １ ６ 上 に 第 一 電 極 １ ７
を 形 成 す る こ と が で き る 。 ま た 、 熱 伝 導 層 １ ６ の 材 料 は 、 窒 化 ア ル ミ ニ ウ ム に 限 定 さ れ る
も の で は な く 、 例 え ば 、 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム で あ っ て も 良 い 。 ま た 、 各 実 施 形 態 は 、 ド ッ ト
マ ト リ ク ス 型 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ １ で あ っ た が 、 セ グ メ ン ト 型 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル で あ っ て
も 良 い こ と は 言 う ま で も な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 一 実 施 形 態 を 示 す 正 面 図 。
【 図 ２ 】 同 上 実 施 形 態 を 示 す 断 面 図 。
【 図 ３ 】 同 上 実 施 形 態 を 示 す 断 面 図 。
【 図 ４ 】 同 上 実 施 形 態 を 示 す 有 機 層 の 拡 大 正 面 図 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 二 実 施 形 態 を 示 す 断 面 図 。
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【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 三 実 施 形 態 を 示 す 断 面 図 。
【 図 ７ 】 従 来 例 を 示 す 断 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 １ １ 　 　 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル
　 １ ２ 　 　 ガ ラ ス 基 板 （ 基 板 ）
　 １ ３ 　 　 積 層 体
　 １ ４ 　 　 封 止 ガ ラ ス （ 封 止 部 材 ）
　 １ ５ 　 　 ヒ ー ト シ ン ク （ 放 熱 部 材 ）
　 １ ６ 　 　 熱 伝 導 層
　 １ ７ 　 　 第 一 電 極
　 １ ７ ａ 　 陽 極 部
　 １ ７ ｂ 　 陰 極 端 子 部
　 ２ ０ 　 　 有 機 層
　 ２ １ 　 　 第 二 電 極
　 ２ １ ａ 　 陰 極 部
　 ２ ４ 　 　 封 止 キ ャ ッ プ （ 封 止 部 材 ）
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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摘要(译)

解决的问题：提供一种能够抑制温度上升的有机EL面板。 解决方案：有
机EL面板11是在基板12上形成至少具有第一电极17，有机层20和第二电
极21的层压板13，并提供覆盖有机层20的密封件14。 是的。 导热层16
形成在基板12上并且从密封构件14部分地暴露。 散热构件15设置在导热
层16的从密封构件14露出的部分上。 散热构件15具有多个散热片15a。 
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